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観
光
事
業
の
今
後
｜
消
防
分
署
の
設
置
｜

公
共
施
設
老
朽
化

次
の
ペ
ー
ジ
は　
　

９
名
が
登
壇　
一
般
質
問

ひと言 （＊６）平成23年、滋賀県大津市内の中2の男子生徒がいじめを苦に自宅で自殺するに至った事件。学校・教育委員会の隠蔽体質が問題視され、この事件をきっかけに、翌年「いじめ防止対策推進法」が国会で可決されました。

こ
ど
も
医
療
費
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

医
療
費
支
給
対
象
年
齢
を
拡
大
、

通
院
・
入
院
と
も
18
歳
に
（
県
内
３

番
目
）

この
改正の
内容

町
長
選
挙
の
公
約
を
実
現
す
る
も
の
で
、
こ
ど

も
医
療
費
の
支
給
対
象
年
齢
を
「
15
歳
と
な
っ

た
年
度
の
３
月
31
日
ま
で
」
か
ら
「
18
歳
と
な
っ
た
年

度
の
３
月
31
日
ま
で
」
に
拡
大
。
平
成
27
年
12
月
１
日

か
ら
の
適
用
で
す
。

 

議
会
か
ら
町
へ
こ
こ
を
聞
く
！
（
質
疑
） 

̶

対
象
年
齢
拡
大
に
伴
う
人
数
と
予
算
額
は
。

新
た
に
対
象
と
な
る
人
数
は
９
月
１
日
現
在
で

１
０
３
６
人
。
27
年
度
は
12
月
か
ら
３
月
ま
で
の
４
ヵ
月

で
約
５
３
０
万
円
、
28
年
度
は
そ
の
３
倍
と
見
込
ん
で
い

ま
す
。

い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議
会
等
条
例
の
制
定

い
じ
め
に
よ
る
重
大
な
事
態
の
防

止
へ
…
教
育
委
員
会
・
行
政
・
関

係
機
関
が
一
体
的
に
対
応

条例
制定の
内容

い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
の
施
行
に
伴
う
条
例

の
整
備
で
、
寄
居
町
に
お
け
る
い
じ
め
問
題
対

策
連
絡
協
議
会
、
い
じ
め
問
題
専
門
委
員
会
、
い
じ
め

問
題
調
査
委
員
会
の
設
置
に
関
し
て
必
要
な
事
項
を
定

め
る
も
の
で
す
。

 

議
会
か
ら
町
へ
こ
こ
を
聞
く
！
（
質
疑
） 

̶

い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
施
行
の
背
景
は
。

　
発
端
は
大
津
市
の
事
件
（
＊
６
）
で
、
い
じ
め
に
よ
る

犠
牲
者
を
な
く
す
た
め
、
い
じ
め
防
止
対
策
が
目
的
。

こ
れ
ま
で
は
教
育
部
局
、
町
長
部
局
、
そ
の
他
の
機
関

そ
れ
ぞ
れ
の
対
応
で
し
た
が
、
一
体
的
に
対
応
す
る
た

め
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

 

私
は
こ
う
考
え
る
ー
議
員
の
意
見
（
討
論
） 

反対
です
厳
罰
化
よ
り

愛
情
を
持
っ
て
の
対
応
を

大
澤　
博
議
員

　
い
じ
め
の
解
決
に
欠
か
せ
な
い
子
ど
も
と
先
生
の
信

頼
関
係
が
壊
れ
れ
ば
本
末
転
倒
。
厳
罰
化
は
い
じ
め
を

行
う
子
ど
も
の
鬱う
っ
く
つ屈

し
た
心
を
ゆ
が
め
、
人
間
的
に
立

ち
直
る
道
を
閉
ざ
し
か
ね
ま
せ
ん
。
い
じ
め
に
走
っ
た

事
情
を
聴
き
取
り
、
子
ど
も
自
身
が
人
間
的
に
立
ち
直

れ
る
よ
う
、
愛
情
を
持
っ
て
支
え
る
こ
と
が
不
可
欠
で

す
。

オ
リ
ッ
ク
ス
資
源
循
環
子
ど
も
未
来
基
金
条
例
の
制
定

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
…
子
育
て
支
援
や
中
学
生
海
外

交
流
な
ど
に
活
用

　
オ
リ
ッ
ク
ス
資
源
循
環
株
式
会
社
か
ら
基
金
設
立
の

意
向
が
示
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
同
社
か
ら
の
寄
附
金

等
を
原
資
に
基
金
が
創
設
さ
れ
ま
す（
１
０
０
０
万
円
）。

ひと言 （＊７）議決機関・チェック機関である議会では多くの事柄について審査・審議していますが、効率化のため、案件ごとに所管する委員会に振り分けて詳細な審査をさせます。この振り分けて任せることを「付託」といいます。

保
田
原
地
区
町
道
（
３
８
１
９
・
３
８
２
３
・

３
８
７
９
号
線
）
の
道
路
整
備
に
つ
い
て

強
い
要
望
受
け
、
将
来
の
た

め
に
も
整
備
は
必
要
と
議
決

この
請願の
内容

地
域
住
民
の
道
路
及
び
生
活
環
境
改
善

の
た
め
、
保
田
原
地
区
の
町
道
３
８
１

９
号
線
、
３
８
２
３
号
線
、
３
８
７
９
号
線
を
側

溝
付
き
舗
装
道
路
と
し
て
整
備
し
て
ほ
し
い
、
と

い
う
趣
旨
で
議
会
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

請願提出の皆さんと現地を歩いて確認

個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
改
正

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
」
施
行
に
対
応

す
る
た
め
の
条
例
改
正

この
改正の
内容

国
の
「
行
政
手
続
き
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を

識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法

律
（「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
」）
施
行
に
伴
い
、
個
人
番
号
を
含

む
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
な
ど
を
規
定
す
る
も
の
。
施

行
開
始
は
平
成
27
年
10
月
５
日
で
す
。

 

議
会
か
ら
町
へ
こ
こ
を
聞
く
！
（
質
疑
） 

 ̶

庁
内
の
情
報
漏
え
い
対
策
等
は
。

　
情
報
漏
え
い
事
故
に
つ
い
て
は
、
初
期
段
階
で
迅
速

な
対
応
が
と
れ
る
よ
う
、
正
し
い
状
況
把
握
、
責
任
者

へ
の
連
絡
経
路
を
明
確
に
し
、
委
託
業
者
ま
で
含
め
た

連
絡
体
制
を
構
築
し
、
重
大
な
事
象
の
場
合
の
対
策
を

包
括
的
に
改
訂
中
で
す
。
な
お
、
法
律
で
は
、
従
来
よ

り
も
厳
し
い
罰
則
規
定
を
設
け
て
い
ま
す
。

 

私
は
こ
う
考
え
る
ー
議
員
の
意
見
（
討
論
） 

反対
です
政
府
も
認
め
る
４
つ
の
リ
ス
ク
、

住
民
の
不
安
は
ぬ
ぐ
え
な
い田母

神
節
子
議
員

　
政
府
は
「
情
報
漏
え
い
防
止
シ
ス
テ
ム
」「
情
報
の
窃

盗
売
買
」「
漏
え
い
流
出
後
の
リ
ス
ク
」「
情
報
集
積
に

よ
る
リ
ス
ク
増
」
の
４
つ
の
リ
ス
ク
を
認
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
制
度
に
は
多
額
の
予
算
が
必
要
で
す
。
ド
イ
ツ

や
イ
ギ
リ
ス
な
ど
、
外
国
で
は
分
野
別
番
号
を
維
持
し

て
い
ま
す
。

賛成
です
条
例
改
正
は
不
可
欠
。
情
報
漏
え
い

に
は
万
全
を
期
し
て
ほ
し
い佐

藤
理
美
議
員

　

個
人
番
号
の
活
用
に
よ
り
「
公
平・公
正
な
社
会
の
実
現
」

を
は
じ
め
、「
国
民
の
利
便
性
の
向
上
」、「
行
政
の
効
率
化
」

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ
リ
ッ
ト
が
も
た
ら
さ
れ
ま
す
。
執
行

に
対
し
、
情
報
漏
え
い
に
対
し
て
万
全
を
期
す
る
よ
う

要
請
し
ま
す
。

請
願
者
…
寄
居
町
大
字
保
田
原
４
５
９
番
地
５　

　
　
　
　
小
杉
良
一 
ほ
か
14
名

紹
介
議
員
…
稲
山
良
文
・
石
井
康
二

付
託
委
員
会
の
審
査
（
＊
７
）
結
果　
総
務
経
済
常

任
委
員
会
で
は
「
関
係
者
の
協
力
体
制
は
で
き
て

い
る
。
将
来
の
た
め
に
も
整
備
を
」「
住
民
の
強

い
要
望
、
住
環
境
改
善
の
面
か
ら
も
早
期
整
備
を

求
め
る
」
等
の
意
見
が
あ
り
、
審
査
の
結
果
、
採

択
す
べ
き
と
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

本
会
議
に
お
け
る
審
議
結
果
…
全
員
賛
成
で
採
択

議
員
提
案
で　
　
　
　

県
に
要
望
書
を
提
出

県
道
坂
本
寄
居
線
の
拡
幅
ま
た
は
改
良
を
求

め
る
要
望
書

通
行
の
安
全
、
今
後
の
地
域

活
性
化
の
た
め
に
も

この
要望書の
内容

車
両
の
安
全
が
危
惧
さ
れ
て
き
た
県
道

坂
本
寄
居
線
の
未
改
良
部
に
つ
い
て
、

重
要
な
生
活
道
で
あ
る
こ
と
、
ト
ラ
ッ
ク
や
観
光

バ
ス
等
も
行
き
来
し
、
今
後
の
地
域
間
交
流
に
お

い
て
も
欠
か
せ
な
い
道
路
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
早

急
に
拡
幅
ま
た
は
改
良
を
進
め
て
ほ
し
い
と
い
う

要
望
で
す
。

子どもたちの笑顔があふれる町に……

こども医療費支給     18歳まで拡大ほか
皆さんの生活に身近なものを
ピックアップして
お知らせします条 

改 
例
正

「 

皆
さ
ん
の
声
を
町
政
に 

」

請
願
を
全
員
賛
成
で
採
択




